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fi•I~書町発 λ今弓7’t事会会

第弓1回議泡脅か

句会 ~＼＼"t").

第51岡釧路町老人クラブ連合会湯治運動御・行様

主＇＂ E富町長よ＇I
ご"i~H事主

いただきました。

宅草加者明会誌志年齢

の本 二人マ苛！

:$.it. 7モ会C

宅島両しました

’‘ 
掴駐

初
患
の
阿
寒
湖
で

湯
治
運
動

釧
路
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第
日

回
湯
治
運
動
が
、

4
月
四
日
か
ら
幻
日
の

2
泊

3
日
の
日
程
で
阿
寒
湖
畔
ニ
ュ

l
阿
寒

ホ
テ
ル
シ
ヤ
ン
グ
リ
ラ
を
会
場
に
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
・
町
内
の
高
齢
者
1
4
0
名

が
参
加
し
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

晴
天
の
中
、
送
迎
パ
ス

4
台
で
釧
路
町
を

出
発
し
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
早
速
浴
衣
に
着

替
え
温
泉
に
浸
か
っ
た
り
、
お
部
屋
で
談
笑

し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た。
初
日
の
懇
親
会
で
は
、
宮
城
老
連
会
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
で
来
ら
れ
た
佐
藤

町
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た。

引

き
続
き
行
わ
れ
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ホ
テ

ル
に
よ
る
参
加
者
最
高
年
齢
者
賞
授
与
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
に
は
湯
治
運
動
の
目
玉
で
あ
る
演

p

芸
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
の

ι田
ア

方
々
に
素
晴
ら
し
い
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て

f
l

い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
り
の
パ
ス
で
は
、
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑

顔
も
見
ら
れ
、
第
日
回
湯
治
運
動
を
盛
会
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た。

ま
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祉協だよ りは、共同募金配分金を受けて発行してお ります。



十
福
雄
パ
ス
の
運
行
：
・
福
祉
団
体
等
の
福
祉
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

川
第
初
回
釧
路
町
祉
会
福
松
芸
能
大
会
開
催
・
：
ふ
れ
あ
い
の
場

・
の
提
供
と
福
祉
に
つ
い
て
啓
発
、
社
協
事
業
運
営
資
金
チ
ヤ
リ

．
テ
ィ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

り
福
雄
団
体
活
動
補
助
事
業
・
：
各
福
祉
団
体
で
実
施
す
る
事
業
に

aM
〈
対
し
て
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

語
E

づ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
：
・
地
域
ぐ
る
み
で
安
心
し
て
子

細
川
ち
育
て
が
で
き
る
環
境
守
つ
く
り
の
支
援
を
し
ま
す
。

な
ま
福
祉
機
器
貸
出
事
業
・
：
特
殊
寝
台
・
車
い
す
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

E
の
す
。

れ
祉
物
園
聞
貸
出
事
業
・
・
・
行
事
用
テ
ン
ト
な
ど
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

0

0

福
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
：
・
地
域
の
中
で
高
齢
者
が
い
き

6
2

・
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ
ン

噌
誠
金
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

か
恥
安
ハ
l
ト
コ
ー
ル
事
業
・
・
・

一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

A
J

・
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
に
よ
る
定
期
的
な
声
掛
け
と
安
否
確

令

官

、

υ
認
を
行
い
ま
す
。

福
箆
釧
路
町
手
話
奉
仕
員
賛
成
研
修
事
業
入
門
講
座
の
開
催
：
・
手
話

会
、
奉
仕
員
を
目
指
す
方
々
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

企
占
う
福
松
相
談
事
業
：
・
福
祉
相
談
窓
口
と
し
て
様
々
な
相
談
に
応

急
・
。
ロ
じ
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

え
災
害
世
帯
等
見
舞
事
業
・
：
被
災
世
帯
へ
お
見
舞
金
を
贈
り
ま
す
。

虞
支
無
縁
仏
供
護
事
業
：
・
無
縁
仏
墓
石
清
掃
、
供
養
及
び
地
域
に
お

恥
こ
け
る
無
縁
仏
供
養
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

圃
司

a
’a－
－
－
－
az
－－－

は
も
資
金
の
貸
付
・
：
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
事
務
を
行
い
ま
す
。

ε一
と
重
ヲ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供

2
一

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

意
向
掃
や
活
動
の
支
援
を
し
ま
す
。

問
自
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
：
・
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
福

司
「

伝

祉

サ

ー
ビ
ス
を
適
正
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ

2
5

ン
の
作
成
・
相
談
援
助
を
行
い
ま
す
。

ト
訪
問
介
護
事
業
所
：
・
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
！
が
日
常
生
活
の
支
援
や

｛
身
体
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

－
高
齢
者
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
を

．
し
ま
す
。

(2) りよだ↑昂社平成26年 6月

一、
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収 入 予算額 説 明 支 出 予算額 説 明

会費・寄附金収入 2,840,000 普通・特別・賛助会費等 法人運営事業 20,455,000 人件費・事務＊

経常経費補助金収入 22,124,000 人件費・事業費等 調査広報活動事業 1,170,000 社協だより発行等

共同募金配分金収入 700,000 共同募金配分金 福祉活動事業 8,251,000 地域・高齢者・児童福祉

受託金収入 581,000 田T.道祉協委託金 ボランティア活動事業 781,000 ボランティアセンター

介護保険事業収入 26,348,000 居訪宅問介介護滋事支援業事業 生活支援事業 142,000 生活福祉資金貸付事業

受取手IJ，息配当金 40,000 預金利，G、等 訪問介護事業 18,222,000 訪問介護事業所経費

その他の収入 6,000 事務jlJ:’等 居宅介護支援事業 8,308,000 居宅介護支援事業所経費

積立資産取崩収入 4,300,000 人件費税立資産取崩 予備費 100,000 予備費

前期末支払資金残高 5,991,000 前年度より繰越 当期末支払残高 5,501,000 次年度へ繰越

収入合計 62,930,000 支出合計 62,930,000 

平
成
お
年
度

普
通
・
特
別

賛
助
会
員
を

募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
の
財
源
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
等
や
住
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

会
費
や
寄
附
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
地
域
の

福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、

直
俊
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
ほ
か
に
住
民
皆
様
が
社
協
会
員

へ
ご
加
入
下
さ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

へ
の

関
心
と
意
識
を
高
め
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も

「全
町
民
会
員
」
を
目
指
し
6
月
1

日
か
ら
8
月
出
日
ま
で
の

3
か
月
間
を
特
別
推

進
期
間
と
し
て
l
年
を
通
じ
会
員
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
当
協
議
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
会
費
額
】

・
普
通
会
員
（
世
帯
）
年
額

3
0
0
円

．
特
別
会
員
（
個
人
）

1
口

1
，
0
0
0
円

・
賛
助
会
員
（
会
社
・
事
業
所
等
）

1
口

1
，
0
0
0
円

皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



(3) 社 協だより 、1z11£ 26 <t三6JJ 

・・ι点目二制団苅厄F.1i•~ヨ歯固盟国 北都町内会 60,000 文飯時町内会 7,500 

本町町内会 8,600 豊美町内会 89,400 宿徳内実践会 2,700 

宮下町内会 5,400 睦地共町内会 7,800 城山実践会 4,200 

栄町町内会 16,800 雁来町内会 30,000 元村町内会 7,500 

日の出町内会 32,400 遠矢南町内会 10,000 中央町内会 8,000 

別保南町内会 37,200 遠矢南 1町内会 1,800 共栄町内会 5,400 

上別保町内会 1,500 遠矢南第 2町内会 1,200 柳町町内会 5,000 

別保東町内会 9,000 河畔町内会 30,000 東伏古町内会 3,600 

共和町内会 5,700 東遠野町内会 7,000 西伏古町内会 3,000 

桂町内会 10,000 遠矢町内会 51,600 幌内実践会 1,200 

木工団地町内会 15,600 岩保木町内会 1,200 浦雲泊町内会 3,000 

東光町内会 10,000 鳥通町内会 13,200 跡永賀町内会 1,200 

光和町内会 42,000 達古武町内会 3,900 汐見町内会 2,700 

新開町内会 50, 100 細岡実践会 1,800 老者舞町内会 9,300 

北見団地町内会 30,000 －映町内会 3,000 知万学町内会 3,900 

国誉町内会 20,000 釧望台町内会 3,000 仙鳳E止町内会 12,900 

若葉町内会 10,000 緑町内会 30,000 駒野実践会 1,200 

曙町内会 45,000 南陽台町内会 20,000 天寧町内会 25,000 

睦第 2町内会 5,800 柏町内会 45,000 東陽団地町内会 10,500 

睦第 3町内会 20,000 西床丹町内会 6,000 新東陽町内会 30,000 

睦道住0・51町内会 7,200 よし野町内会 10,000 lm:i.""t桶 I市 E・・・・・E通・F.i•・・・圃
園紛泊同：·iT~J'..... ~~1~；••・椛掴i酒 宮内法城 江良洋手 高橋勝治 1,000円 大倉光明

10,000円 猪瀬善弘 本谷 勉 大島千代 田中満喜子 秋元テル子 大寵辰雄

青木五朔 笠島光雄 山田和雄 大塚一範 千葉邦男 秋森 馨 大西勝 雄

菅原 澄 鎌田 アサ 山田義一 大谷幸子 寺津久男 秋森教子 岡倉サフ予

豊沢光成 桑原徹哉 吉田 徹 岡倉 隆 中田妙子 阿部則彦 小笠原則之

5,000円 神治＝郎 吉原誠次朗 加藤保男 中村 勲 阿部美予 岡 本照男

小津喜美子 杉山正彰 渡部候司 金子 満 蓮沼 j青 荒井 恵 尾崎友予

弦間利実 鈴木哲雄 渡部清紀 金手美予 久本定吉 安藤光一 小野喜美江

佐麗美代子 高野澄子 2,000円 川原田孝司 前田正雄 石山信子 小尾由夫

瀬戸とし江 得地吉尾 石山 3童 切原敏子 松下勇吉 板谷栄子 笠島 勉

高橋慶予 西野幸子 石山玲予 工藤福子 ご j甫 震 伊藤 i凡 相木弘子

早坂義己 橋口暁予 石山智恵子 小林邦夫 宮城冨吉 伊藤博通 加藤真理子

村田芳雄 福田英喜 合井賢一郎 斉藤 実 矢代雅寛 伊藤正克 金森八重手

漬野直樹 本 間 孝一 合同照順 椎野清一 米岡義男 遠藤恵美手 金田繁雄

3,000問 松田留吉 今岡秀雄 下越田等 若津セツ予 大木戸寛子 川井田貞義

池ケ谷佳吾 真鍋雅史 牛 尾 辰義 新 演み よ 匿名 1名 大熊紀六 川崎京予
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1,000円

菊地俊明

北川 睦

北野宏幸

木下憲一

木下正則

木村 仁

小 松健三

小 松早子

小松福造

小 秘文子

近藤博市

斉藤都志予

坂本礼子

佐々木勝雄

佐藤 薫

佐藤栄予

佐藤英子

佐藤和雄

佐藤紀子

佐藤正毅

佐藤淑子

佐藤キヨ予

佐藤美喜子

真田 重

津口幸夫

宍戸君予

・柴田鉱一

渋谷耐自 豊津干恵予

鈴木民雄 豊嶋八郎

鈴木直美 中家 抜

須藤 明 中居向政美

須藤 誠 長岡征市

須藤昭手 中川庄三

高橋敦手 中山友江

高橋浩一 成田路太郎

高橋陸予 西村将之

武田園雄 西村ミサオ

橘 春夫 野田令手

田中一馬 蓮沼博子

千葉 茂 畑中英雄

千葉政手 早坂舎朝吉

土井ヒロ予 樋口四郎

河野採石工業（株）

昆布森漁業協同組合

白崎建設（株）

新くしろクリニック

結合設備（株）

田家木材（株）割｜｜路工場

大地みらい信用金庫釧路東支店

太平洋建設工業（株）割｜｜路支店

太平洋設備（株）

タ力オ工業（株）

千倉工業（株）

i平野綜合工業（株）

遠矢ささき整骨院

遠矢歯科クリニック

得地ファ二チャ工業（株）

林工営授建（株）

ベツイ工業（株）

北海電気工事（株）釧路支店

松尾建設工業（株）

マツダ電気（株）

丸井産業（株）

マル勢鹿本工業（株）釧路支店

丸善木材（株）

宮脇土建（株）

村井建設（株）

（有）インディゴ

（有）金子設計事務所

（有）中島モーター商会

5,000円

社協だより ('1) 

美

子

男

満

予

男

弘

枝

男

式

志

予

一

子

手

照

知

利

豊

淑

春

静

幸

善

武

美

春

愛

幸

美

登

口

田

羅

回

目

巻

本

本

山

山

村

川

内

田

下

樋

福

福

藤

藤

藤

藤

藤

船

船

古

星

堀

前

真

・＇4i正完工v~－，.... ~~1.:1•－誠i.l];;;Z~
50,000円

釧路町役場管理職会

30,000円

医療法人社団信診連遺矢クリニック

（株）釧路厚生社

20,000円

釧路町建設事業協会

さくら眼科

（有）美工堂阿部組

渡辺医院

15,000円

（株）共和電気工業

10,000四
阿寒共立土建（株）

安藤印鋪（株）

池田媛房工業（株）道東支店

医療法人社団木の実歯科クリニック

鶴声山龍谷寺

（株）石原商会

（株）きない

（株）共立

（株）近藤設備工業

（株）斉藤譲ー設計事務所

（株）中嶋木材

（株）北陸銀行釧路支店

（株）丸水水津金物店

（株）マルマサ長久保建設

（株）吉岡工務店

力ラ力ミ観光（株）二ユ一阿寒ホテル

共成電気（株）

釧路衛星（株）

釧路信用組合桂木支店

釧路綜合印刷（株）

くしろパス（株）

釧路陵墓公苑

東工業（株）

東道路（株）

医療法人社団歯星会

衛星商事（有）

（株）KI S 

（株）残間金属工業

（株）鈴木設備工務店

松崎 清

松田仁明

丸山すみ予

三浦典子

三浦葉子

南 恒子

宮城さち手

宮部英隆

村井 重

村井保美

村田泰子

村田マリ子

森重出古

山田春海

山由美恵子

山本久美子

横地 正 光

横山敬一

横山 静 子

横山恵美子

吉田正実

吉原三津子

吉村吉蔵

和田幸治

渡漣セツ手

渡部千鶴子

渡部政雄

匡名 2名

E云白書4・，J；宣伝書置C信，....，，.，・I・I・•：.：・

（株）日の出造園

（株）森本商会

（株）ヨシダ造園緑化

釧路信用金庫木場支店

さくら力フ工

さくら総合保険サービス

釧根開発運輸（株）割｜｜路支店

第一水道工業（株）

大同工業（株）

テンタン理研（有）

土井木材（株）

東福寺

北設（株）

めぐみ（穿育）歯料クリニック

（有）笠原自動車

（有）加藤商店

（育）北原商会

（有）道東防災

（有）畠山自動車

（有）丸喜冠葬

（有）マルトミ造園

理容オリオン

3,000円

（株）ミヤイ（むつみ薬局）

北原建設（有）

くどう歯科医院

杉測商店

なの花薬局曙店

ファンシーショップポケット

（有）立野電気工業

（有）東海プランニング

2,000問

ビューテイーサロンなかむら

（有）加賀テント工業所

I 合 計型:I~一一一J
I aワ8,000問｜

争ご理解、こ協力ありがとうございました。皐



(5) 社 協 だより 、l’成26年 6月

s話し傍老議方会~ 11ミヲコム手ィ？しとのまt!h1>~？
fアごてごて二ご二二て ー・ 4 ・

ボランティア
情報

独居や日中一人になる高齢者の方に、あい
ぱ－るよりお電話をかけて頂けるボランティアさ
んを募集中です。

／＼一卜コールとはお話をしながらコミュニケーシ

ヨンを取り、安否確認をしていEだくボランテイ
アです。季節の花や日常の出来事・－様々な話
題をお話しされているようです。

お時間のある万、おしゃべりの釘きな万はぜ
ひご連絡ください！

＊萄心·~－る向社告福祉協議さ事務開d\t)

電話もf)＇叶と噴きま布。（萌L\1~－るま亡、窓越

しくl:f~L＼。）

女l@)(J)活動時噂13?0何程慮亡、布。

女同I@)f>' C, '2@) CJ)ボヲコー干ィ？と‘＂。

電

、 J I I 
-－ーー一ーー－ー－ー一－ーーーーーー一ー一一

4月10日・ 11日の2日間、富原小学校にて漢字

コンクールの採点ボランティアが行われました。

昨年より依頼されているボランティアで今回はのべ

1 7名のボランティアさんが参加してくれました。先

生方からも大変感謝され、地域の方と学校との繋がり

がボランティアを通して広がっていくといいですね。

参加ボランティア
Oアイ・ウィル会 O釧路町更生保護女性会
Oふきのとうの会 O個人ボランティア

合回はボランテイア活動をするlこあだつての大切な4原則をご紹介します。

f自分からすすんで

行動するj

fともに支えあい、

学び合うj

f見返りを求めないJ

fよりよい社会を

つくるj

ボランティアをするということはどんなことか一緒｜こ考えてみませんか？

自主性

主体性

社会性

連帯性

無償性

無休性

創造性

先駆性

開拓性

ボランティア活動は、自分自島の考えによって始める

活動であって、誰かに強制され疋り、ま疋義務として行わ

せる活動ではありません。友人から誘われだり、あるいは、

たとえば学校や会社の行事として参加したり、テレビや新

聞で見かけ走り・・。どんな小さなきっかけでち、自分自身

の「やってみよう」という気持ちを大切にすることから、ボ

ランティア活動は始まります。

わたしたちの社会には様々な課題が存在します。こうし

た課題を発見し、改善していく定めには一人ひとりが考え

ることと、多くの人々と協力しながら力を合わせて行動す

ることが大切です。

ボランティア活動は、活動目的の達成によって、出会い

や発見、感動、そして喜びとしりだ精神的な報酬を得る

活動であり、個人的な利益や報酬を第一の目的にし疋

活動ではありません。（ただし、受通費や食費、材料費な

どの実費弁償については無償の範囲としています。）

目の前の課題に対して、何が必要なのか、そして、改善

の疋めにはどうすればよいか。ボランティア活動では、従

来の考え方にとらわれることなく、自由な発想やアイデア

を大切にしながら、方法やしくみを考え、創り出していくこ

とが大切です。
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(6) りよだ↑苛社

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
募
集
中

募
集
人
数
若
干
名

雇
用
期
間
随
時
（
平
成
幻
年
3
月
引
日
ま
で
／
更
新
制
度
あ
り
）

勤

務

日

週

5
日
以
内

要
資
格
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
2
級
以
上
・
普
通
自
動
車
第

一
種
免
許

そ
の
他
自
家
用
車
を
保
有
し
て
い
る
万

待
遇
労
災
・
雇
用
保
険
、
業
務
手
当
等

申
込
方
法
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
の
写
し
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
巳
つ
い
て
は
、
釧
路
町
社
会
福
祉
協
議
会

（m
m
W
1
5
2
2
0
／
担
当
泉
）
ま
で

平成26年 6月

占 岬問問岬岬岬

社
協
の
運
営
は
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い
善
意
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
行
政
や

地
域
住
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
ζ

と
が
で
き

る
福
祉
の
ま
ち

c

つ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

慶
弔
の
お
返
し
に
か
え
て
、

ま
た
、
ご
結
婚
、

ご
出
産
手
を

記
念
し
て
、

地
域
福
祉
の

V

推
進
の
た
め
に
、

ーJ
u

…．

皆
様
の

・

L，
F
 

ご
厚
情
を

L
4

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。苧088・0628

鍋笛町商間六通り西1ゴ自 1語地1

高いほーる内

社曾福枇注入

舗掻町社会福祉協議会

TEL0154・40・5220
FAX 0 I 54-40-5255 

ご憲民ご感想をお寄ぜ〈躍さい。


